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　我々がそもそも XMLに注目したのは，1997年頃に
Webのメタデータの標準構文としてであるが，1998年
2月に XMLが標準化された時点ではすでに，XMLを
企業間データ交換（いわゆる EDI）に使えるのではない
かということが議論され始めていた．1999年の後半か
ら 2000年にかけて，IBMはマイクロソフト社，ARIBA
社と共同で XMLをベースにした，Web上でのデータ交
換標準，いわゆるWebサービスの策定を議論した．企
業間データ交換においては，セキュリティが重要なポイ
ントとなる．IBMの中で東京基礎研究所は XMLのデ
ィジタル署名や暗号化などの技術でリードしていたため
に，我々もWebサービス仕様の策定に中核メンバとし
て参加することとなった．
　特に，SOAPのディジタル署名提案に始まるWebサ
ービス・セキュリティの初期の仕様策定には中心的な役
割を果たしたと自負している．国際的標準の策定は，企
業の思惑が複雑に絡みあって，なかなか一筋縄ではいか
ないものである．その中で我々のチームは，標準化の提
案を出すと同時にそれを実装し，技術的に実証すること
によって，標準化コミュニティの中での信頼を勝ち得て
いた．
　グローバルな IBMの一員としてであるが，このよう
な重要な技術の根幹に，日本から大きな貢献ができた
のは非常に幸せなことだと感じている．また，受賞者

は 4名だが，Webサービス各種仕様とその実装に関して，
東京基礎研究所の他のメンバ，それに日本からアカデミ
アや他社を含めて多くの貢献があったことを記して，合
わせて感謝したい．
　これからも，内外の多くの優秀な研究者・技術者と力
を合わせて情報技術の発展に尽くしたい．
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